
日時 場所 対象 定員 内容 費用 持ち物 申込み 問合せ ホームページ メールInformation
くらしの情報

令和4（2022）年■1月令和4（2022）年■1月 おことわり　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、広報紙に掲載の内容が変更となる場合があります。市施設を利用する際やイベント等に参加する前には検温とマスクの着用など新しい生活様式の実践をお願いします。
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店
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で
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飲
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客
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20
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先
着
順
）
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新
年
い
ち
ご
初
売
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1
月
4
日
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〜
6
日
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午
前
9
時
か
ら
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つ
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ラ
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入
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0
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み
そ
造
り
教
室

2
月
14
日
㈪
〜
17
日
㈭（
全
4
回
）午
前

8
時
30
分
〜
正
午（
14
日
は
午
前
10
時

30
分
ま
で
、
16
日
は
午
後
4
時
30
分
ま

で
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野
本
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

全
日
程
参
加
可
能
な
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
成
人

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

地
場
産
の
米
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大
豆
を
使
っ
た
米
こ
う

じ
み
そ
造
り

4
，
4
0
0
円（
材
料
費
）

1
月
4
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日
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日
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祝
日
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話
又
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Ｘ
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あ
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・
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ど
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踏
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す
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。
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あ
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・

法
人
・
団
体

・
本
案
に
関
し
て
利
害
関
係
が
あ
る
個

人
・
法
人
・
団
体

提
出
方
法

公
表
場
所
に
あ
る
意
見
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
1
月
26
日
㈬
ま

で
に
直
接
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

又
は
郵
送
で

セ
ン
タ
ー

・
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

・
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
が
あ
る
個
人
・
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平
和
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
月
15
日
㈯
〜
3
月
6
日
㈰
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
30
分（
入
館
は
4
時
ま
で
）

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館

埼
玉
再
建
！

－「
埼
玉
メ
ガ
ホ
ン
」と
復

興
の
時
代

－

「
埼
玉
メ
ガ
ホ
ン
」は
、
戦
後
間
も
な
い

時
期
に
埼
玉
県
が
発
行
し
た
壁
新
聞
で

す
。
占
領
下
の
日
本
で
は
、
民
主
化
政
策

の
一
環
と
し
て
官
公
庁
に
よ
る
広
報
活
動

が
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
展
示
で
は
、

こ
う
し
た
広
報
紙
や
広
報
活
動
を
通
じ

て
、
復
興
の
時
代
の
埼
玉
の
様
子
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

・

県
平
和
資
料
館
☎
35‒

4
1
1
1

文
化
祭
の
中
止
と
展
示
会
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
次
の
文
化
祭
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
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問
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・
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25‒

2
2
2
0

25‒
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な
お
、
1
月
以
降
、
希
望
団
体
に
よ
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作
品
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を
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す
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□
新
年
お
雑
煮
無
料
サ
ー
ビ
ス

1
月
4
日
㈫

東
松
山
市
で
の
水
害
体
験
談
＆
写

真
洗
浄
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

1
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

高
坂
市
民
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小
学
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以
上
の
市
内
在
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在
勤
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20
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込
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）

主
催

て
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市
ま
ち
づ
く
り
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ポ
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事
業
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援
団
体
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令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
水
害
体
験
談

を
聞
き
、
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
る
。
実
際
に
被
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に
あ
っ
た
写

真
を
使
っ
た
写
真
洗
浄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

1
0
0
円（
用
具
代
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事
前
に
電
話
で
、
て
to
て
へ
。
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大
規
模
自
然
災
害
等
に
備
え
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市
で
は

「
東
松
山
市
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強
靭
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域
計
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」を
策

定
し
ま
す
。計
画
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を
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し
ま
す
の
で
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見
を
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せ
く
だ
さ
い
。
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葉
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第
2
次
東
松
山
市
社
会
教
育
推
進

計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

社
会
教
育
の
推
進
に
関
す
る「
第
2
次

東
松
山
市
社
会
教
育
推
進
計
画
」を
策
定

し
ま
す
。
計
画
案
を
公
表
し
ま
す
の
で
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

公
表
期
間

1
月
11
日
㈫
ま
で
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表
場
所

生
涯
学
習
課
、
市
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
各
図
書
館
、
各
市
民
活
動

ミニほっとらいんミニほっとらいん男女共同参画情報男女共同参画情報

心配なことや悩んでいることはありませんか？
～女性相談員より～

　昨年からのコロナ禍で、人とのつながりがます
ます希薄になり、孤立しがちな世の中になりまし
た。生きづらさを抱えていませんか。
　市では、女性の人権に関わる相談、例えば夫婦
の問題、家族や子育ての悩み、ご近所トラブルな
どの相談を受け付けています。
　一人で悩まず、相談にいらっしゃいませんか。
・秘密は厳守されます。
・事前予約制です。
・相談方法は、電話又は面談です。
第1水曜日午前10時～午後3時
　第3火曜日午後1時～5時
　第4金曜日午前10時～午後3時
※相談日が休日や祝日の場合は、翌週となります。
※女性相談の日程は、今月号23ページに掲載し
ています。
各日4人（1人当たり50分・申込順）
・ 直接又は電話で人権市民相談課へ。

　☎21-1416 23-2236

降雪の時期到来！除雪作業にご協力ください降雪の時期到来！除雪作業にご協力ください
　雪が降った場合、
国県道の主要道路は
東松山県土整備事務
所、市道の主要道路
は市の委託を受けた
業者が除雪作業を行
います。しかし、除
雪を行っても道路脇
には雪が残ってしま
います。自宅出入口
の除雪は皆さんで
行ってください。ま

た、市内全域の除雪は困難です。ライフライン
を確保するため、除雪作業にご協力ください。
地域ぐるみの除雪を
　市は主要道路の除雪を優先的に行います。そ
の他の市道や私道は地域での除雪をお願いしま
す。歩道や通学路、高齢者世帯などのご自分で
できない道路は、ご近所同士の協力で、除雪を
お願いします。
　なお「自主防災組織等補助金交付要綱」に基づ
き、自主防災組織・自治会が重機等を使用して、

生活道路の除雪を行った場合には、燃料代等を
補助します。
道路に雪を捨てないでください
　雪を道路に捨てると通行の妨げとなるばかり
でなく、事故の原因にもなります。各戸での雪
の処分は所有する敷地内で行ってください。
タイヤも冬支度を
　路面凍結時に安全な運転・通行ができるよう、
冬用タイヤの装着やタイヤチェーンを携行する
など万全な装備をしてください。1台の車が立
ち往生することで、緊急車両の通行の妨げとな
ることもあります。
路上駐車はおやめください
　路上駐車は除雪作業に支障となるだけでな
く、交通事故や渋滞の原因にもなります。
私有地の樹木等は日頃からお手入れを
　私有地の樹木が雪の重みで倒れ、道路を塞ぎ
通行の妨げになることがあります。日頃から樹
木、特に竹林の手入れをしてください。
道路課　　　　☎21-1456 25-2760
　建設管理課　　☎21-1420 25-2760
　危機管理防災課☎21-1405 22-7799




